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ヒューマンスキルに対する評価
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ヒューマンスキル体系の作成(1/3)

■iコンピテンシ・ディクショナリにおけるＩＴヒューマンスキルの位置付け

出典：ＩＰＡ：iコンピテンシ・ディクショナリ スキルディクショナリ構成図
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出典：ＩＰＡ：iコンピテンシ・ディクショナリ ITヒューマンスキル概念図

■iコンピテンシ・ディクショナリにおけるＩＴヒューマンスキルの構成

ヒューマンスキル体系の作成(2/3)
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iコンピテンシ・ディクショナリのＩＴヒューマンスキル体系をもとに文科省「学士力」で述べられているスキル
の一部を追加し、ヒューマンスキル体系（案）を整理
整理したヒューマンスキル体系に対して、対象とする学科のカリキュラムで習得可能か明確にする

■情報・IT分野のヒューマンスキル体系（案）の整理

ヒューマンスキル体系の作成(3/3)
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情報・IT分野の第三者評価基準の検討



自己点検・評価表の改訂(1/3)
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※文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」より
■自己評価表（例）の項目（63項目）
（１）教育理念・目標

（２）学校運営

（３）教育活動

（４）学修成果

（５）学生支援

（６）教育環境

（７）学生の受入れ募集

（８）財務

（９）法令等の遵守

（10）社会貢献・地域貢献
（11）国際交流（必要に応じて）

ISO２９９９０を参照し、国際通
用性を持たせた項目に改訂



自己点検・評価表の改訂(2/3)
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■自己点検・評価表に反映した主なISO29990の項目
3.1.2：利害関係者のニーズの把握
3.3.1：情報提供及びオリエンテーションの実施
3.3.2：学習のための人的・物的資源の利用可能性の確保
3.5.1：評価の目標及び範囲の明示
3.5.3：学習サービスの評価の実施
4.6.1：学習サービス事業者のスタッフ及び協力者のコンピテンシーの明示
4.6.2：学習サービス事業者のコンピテンシー、パフォーマンス管理、専門能力

開発に対する評価

4.9 ：内部監査の実施
（備考）
• 3.3.1（情報提供及びオリエンテーションの実施）と3.3.2（学習のための人的・物的資源
の利用可能性の確保）の２項目については、できていることが当然であるために
チェック項目として挙げられていなかったものと推察された。しかしながら、「グローバ
ル化への対応」と考えれば、こうした「日本国内で学校と呼ばれている組織であれば
できていて当然」という項目についても、「できている」ということを外部に伝える（情報
を公開する）ことが必要となると判断し追加を行った。
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■改訂した自己点検・評価表（91項目）

自己点検・評価表の改訂(3/3)

改訂した自己点検・評価表を次年度も参画校
にて試用し、結果をフィードバックする予定
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■第三者評価基準の検討プロセス

1.大学の目的、教育理念

2.教育研究組織

3.教員及び教育支援者

4.学生の受け入れ

5.教育内容及び方法

6.学習成果

7.施設設備及び学生支援

8.教育の内部質保証システム

9.財務基盤及び管理運営

10.教育情報等の公表

1.教育理念・目標

2.学校運営

3.教育活動

4.学修成果

5.学生支援

6.教育環境

7.学生の受入れ募集

8.教育の内部質保証システム

9.財務

10.社会貢献・地域貢献

11.国際交流（必要に応じて）

＜大学評価基準＞ ＜改訂した自己点検・評価表＞

1.ソフトウェア要求分析

2. ソフトウェア方式設計

3. 業務プロセスの設計

4. 運用・移行設計

5. システムテスト計画

6. 開発環境の構築

7. アプリケーション開発

8. アプリケーション基盤の構築・テスト

9. テスト(アプリケーションシステム)

10. テスト(システム受入・導入)

11. 導入

12. 保守計画

13. 問題管理

14. 保守の実施

15. 移行

16. システム又はソフトウェアの破棄

17. 再利用施策管理プロセス

＜CCSFをもとに抽出した評価項目＞

情報・IT系職業実践専門課程に適した第三者評価基準書を作成

第三者評価基準の作成

※独立行政法人大学評価・学位授与機構

「大学機関別認証評価 大学評価基準」を
参照して実施

追加



第三者評価基準書
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基準４ 学修成果にて、
「学修成果の評価基準書
作成手順」を参照して、学
修成果の評価項目を明
確にする必要性を記述



30

第三者評価実施手順書（案）


